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　衣笠正晃は「1910 ～ 1920 年代の国文学」について語った。国文学研究史に
























































































　2012 年度の最後には、2013 年 3 月 16 日（土）・17 日（日）の両日、予定通
りシンポジウム「江戸人の考えた日本の姿―世界の中の自分たち―」を開催












法政大学市ヶ谷キャンパス・ボアソナードタワー 14 階 博物館展示室

















































































まさに対外関係における日本意識と日本の方法を書いた。さらに “The Power 





　雑誌論文では、小林ふみ子「中洲の旅人」『日本文学』（第 61 巻第 9 号、 58-61 頁、
2012/09）、横山泰子「秘術の公開―江戸時代の手品本に見られるまじないにつ
いて―」（『国立歴史民俗博物館研究報告』第 174 集所収、43-55 頁、2012/03）「続・
日本の絵本を非日本語で読む—法政大学大学院国際日本学インスティテュー
トでの試み」（『小金井論集』第 9 号所収、83-100 頁、2012/12）、小秋元段「『梅
松論』における足利尊氏―新たなる将軍像の造形―」（『日本文学誌要』第 86 号、
3-11 頁、2012/07）、小口雅史・遠藤祐太郎「将門記抜書 陸奥話記 江戸期写 一
冊 一六七－二四」（『内閣文庫所蔵史籍叢刊 古代中世篇』8 源平闘諍録 将門記
抜書 陸奥話記 2012/06 汲古書院。書評として佐倉由泰「松尾葦江・小口雅史
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（『季刊日本思想史』80 号（特集源氏物語）ぺりかん社、51 ～ 69 頁、2012/11）
がある。
　海外での発表では、大木康による “‘Golden Mansions Are to Be Found in 
the Books’: On The Encouragement of Learning by Emperor Zhenzong of the 
Song”（The Literature of High Stakes and Long Odds: Locating Civil Service 
Examination Writings in the Late Imperial Cultural Landscape　2012.11.18, 
University of Massachusettes, Boston）、「明末「悪僧小説」初探」（『近世意象
与文化典型』2012.1.29 台湾中正大学）
　2012 年 3 月 15 日から 18 日までカナダのヒルトン・トロントで行われた「ア
ジア研究協会年次大会」では、鈴村裕輔が “Women in Noh” と題されたパネル
に参画し、“Players, Performances and Existence of Women’s Noh: Focusing 
on the Articles Run in the Japanese General Newspapers” という報告を行っ
た。
　6 月 30 日、7 月 1 日には鈴村裕輔が立教大学池袋キャンパスで開催された日
本アジア研究会の第 16 回大会に参加し、シェリー・ブラント、マートライ・ティ
タニラ、マガリ・ブーニュ、シェリー・ブラント、ジョン・クラマー各氏とと
もに、“Tokyo Now and Then: A Profile of the Changing City” というパネル
に参加し、“Figures of Foreigners in Tokyo: The Case of the Cartoon Sazae-
san” の報告を行った。
　8 月 17 日にシドニー大学で開かれた国際シンポジウム “Rewriting History 
in Manga: A New Medium for Debate?” に鈴村裕輔が参加し、“Materials 
Disappeared under the Shadow of High Economic Growth: Daily Life of 


















チ②「近代の＜日本意識＞の成立」は、2010 年度と 2011 年度は昭和 10 年代
から昭和 20 年代、30 年代までに時期を絞り、日本がいくつかの少数民族のい
る植民地を持つ帝国から、ほぼ単一民族の国家に変わった時期を対象として、
エスノロジーとフォークロアにどのようなパラダイムの変化があったかとい
う点を中心に研究を進めた。3 年目となる 2012 年度は、日本の民族学の草分
けであり民族学の父とも呼ばれている岡正雄の業績を中心に研究を進め、3 回
の研究会を開催した。各研究会の概要は以下の通りであった。





































































　2012 年度の最後の研究会となった第 3 回研究会（2012 年 11 月 30 日から 12














































　なお、両者の発表は 3 月の国際シンポジウム、また他の 2 回にわたる研究
会で行われた「東京教育大学と民俗学研究」、「博物館とアイデンティティなら
びに沖縄研究」に関する発表とともに、『日本民族学の戦前と戦後――岡正雄



























































































































研究所、2010 年 4 月。
・	『詩人　黄瀛』中国・重慶出版社、2010 年 6 月。
・	『日本文化研究：歴史足跡与学術現状【日本文学研究会三十周年記念文集】』
中国・訳林出版社、2010 年 8 月。
・	『忠北大学校 2010 年　第 4 次　韓・中・日国際学術大会　近代化社会とコミュ
ニケーションの技法　――グローバル化と漢字文化圏の言語』韓国・忠北
大学校、2010 年 10 月。
・	『東アジアの日本観　――文学・信仰・神話などの文化比較を中心に』三和
書籍、2010 年 10 月。
・	『転換期における日中研究――相互発展としての日本研究』法政大学国際日
本学研究センター・法政大学国際日本研究所、2010 年 10 月。
・	『日本研究論壇』台湾大学日本語文学研究所、2010 年 12 月。
・	『転換期日中関係論の最前線――中国トップリーダーの視点』三和書籍、






文献研究の対象である叢書 10 巻の輪読を中心に議論し、研究報告会 10 回と国
際会議 3 回を開いた。
・【文献研究】






















































































































































































































2011 年 10 月
・	国際日本学研究叢書 15『地域研究のための日本研究　中国、東アジアにお
ける人文交流を中心に』法政大学国際日本学研究所発行 2012 年 3 月
・	『西南地域における日本学の構築――日本学研究の方法論と実践を中心に』
重慶出版社 2011 年 8 月
・	 “The	 East	 Asian	 Cultural	 Research	 Team	 of	 the	 Research	 Center	 for	
International	Japanese	Studies	at	Hosei	University”（法政大学国际日本学研






































































































（勉誠出版　2012 年 10 月）
【国際日本学研究叢書 18】『相互探求としての日本研究――日中韓文化関係の
諸相』（法政大学国際日本学研究センター　2013 年 3 月）
③研究成果












































開催日時：2012 年 7 月 5 日（木）18：30 ～ 20：40






日　時：2012 年 7 月 18 日（水）18：30 ～ 20：40









日　時：2013 年 1 月 22 日（火）18：30 ～ 20：30







日　時：	2013 年 2 月 22 日（金）18：30 ～ 20：30







日　時：2012 年 4 月 12 日（木）18：35 ～ 21：15































































































































「‘ 日本の宗教 ’ や ‘ 日本人の宗教 ’ が外国でも受け入れられる背景」、「宗教にお
ける心と国家との関係」、「アジアやアフリカで一般現象である、西洋が進出し
た 19 世紀後半以降の新興宗教の多発生の理由」、「仏教が伝来する以前にも認
められうる日本人の ‘ はかなさ ’ の感情の起源」、「伝来時の仏教が日本人の内





















































へ の 移 行 に と も な っ



























まま典籍毎にまとめることのできる PDF ファイル群に変換して 2009 年中に
法政大学図書館サーバー内に設置されたリポジトリに移管済みである。
　なお能楽研究所所蔵資料については、冒頭部画像付き目録データ





































































で作成され FileMakerServer Advanced11 を通して公開されている。
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　なおこれらとは別に、一昨年度から 3 年計画で採択された文部科学省（後に
学振へ移管）「国際共同に基づく日本研究推進事業：欧州の博物館等保管の日
本仏教美術資料の悉皆調査とそれによる日本及び日本観の研究点」の調査成
果を共有するためのデータベースも試験的に世界に向けて公開を開始した。画
像を含むので FileMaker ベースで作業しているが、今後の保守を考えて、将
来的には PHP システムに移管することを検討中である。このデータベースも
また、日本意識解明のための有力な素材を今後とも提供していくことになる。
参考までに Filemaker11 でのデータベース画面を掲載する。
